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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 1日 (2007.6.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 が 取 り 付 け ら れ た 回 転 機 構 を 回 転 さ せ 、 蒸 着 ら 到 達 し た 成
膜 材 を 、 前 記 基 板 に 所 定 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た ス リ ッ ト 型 マ ス ク を 介 し て 前 記 基 板 に 付
着 さ せ 、 グ ラ デ ー シ ョ ン 濃 度 分 布 を 有 す る 膜 を 成 膜 す る Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 装 置 で あ っ て
、
　 前 記 ス リ ッ ト 型 マ ス ク と は 別 に 構 成 さ れ た 成 膜 材 を 通 過 さ せ る た め 膜 材 通 過 領 域
を 有 す る マ ス ク 機 構 を 備 え 、 該 マ ス ク 機 構 を 前 記 基 板 に 設 け ら れ た マ ス ク と 蒸 着 の 間
で 、 成 膜 中 に お い て 初 期 に 設 定 さ れ た 位 置 に 固 定 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る Ｎ Ｄ フ ィ ル
タ の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 マ ス ク 機 構 は 、 前 記 回 転 機 構 と 同 じ 外 形 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 回 転 機 構 を 回 転 さ せ 、 該 回 転 機 構 に 取 り 付 け ら れ た 基 板 に 、 該 基 板 に 所 定 間 隔 を 置 い て
設 け ら れ た ス リ ッ ト 型 マ ス ク を 介 し て 蒸 着 ら 到 達 し た 成 膜 材 を 付 着 さ せ 、 少 な く と も
２ 種 類 以 上 の 層 か ら な る 膜 を 積 層 し て グ ラ デ ー シ ョ ン 濃 度 分 布 を 有 す る 膜 を 形 成 す る Ｎ Ｄ
フ ィ ル タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ス リ ッ ト 型 マ ス ク と は 別 に 備 え ら れ た 成 膜 材 を 通 過 さ せ る た め 膜 材 通 過 領 域
を 有 す る マ ス ク 機 構 前 記 基 板 に 設 け ら れ た マ ス ク と 蒸 着 の 間 で 、 成 膜 中 に お い て
初 期 に 設 定 さ れ た 位 置 に 固 定 し て 、 前 記 基 板 上 に 成 膜 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 成 膜 に 際 し て 、 前 記 ス リ ッ ト 型 マ ス ク の ス リ ッ ト 幅 、 ま た は 前 記 ス リ ッ ト 型 マ ス ク
と 基 板 上 か ら の 距 離 、 ま た は 前 記 マ ス ク 機 構 の 成 膜 材 通 過 領 域 の 形 状 設 定 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 基 板 上 に 成 膜 し た 後 、 １ ０ ０ ℃ か ら １ ３ ０ ℃ の 温 度 で 空 気 中 で 熱 処 理 す る 工 程 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 マ ス ク 機 構 を 用 い て 成 膜 す る 工 程 に よ っ て 最 表 層 以 外 の グ ラ デ ー シ ョ ン 濃 度 分 布 を
有 す る 膜 を 成 膜 し 、 前 記 マ ス ク 機 構 を 用 い ず に 成 膜 す る 工 程 に よ っ て 最 表 層 の 膜 を 成 膜 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 数 の 絞 り 羽 根 と 、 該 絞 り 羽 根 に よ り 形 成 さ れ た 開 口 内 の 少 な く と も 一 部 に 配 置
さ れ る 光 量 調 整 の た め の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ と を 備 え た 光 量 絞 り 装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｎ Ｄ フ ィ ル タ 求 項 ３ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に
よ っ て 製 造 さ れ た Ｎ Ｄ フ ィ ル タ こ と を 特 徴 と す る 光 量 絞 り 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 光 学 系 と 、 該 光 学 系 を 通 過 す る 光 量 を 制 限 す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 光 量 絞 り 装 置 と 、 該 光
学 系 に よ っ て 形 成 さ れ る 像 を 受 け る 固 体 撮 像 素 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る カ メ ラ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の よ う に 構 成 し た Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 装 置 、 Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 、
光 量 絞 り 装 置 、 該 光 量 絞 り 装 置 を 有 す る カ メ ラ を 提 供 す る も の で あ る 。
す な わ ち 、 本 発 明 の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 装 置 は 、 基 板 が 取 り 付 け ら れ た 回 転 機 構 を

回 転 さ せ 、 蒸 着 ら 到 達 し た 成 膜 材 を 、 前 記 基 板 に 所 定 間 隔 を 置 い て 設 け
ら れ た ス リ ッ ト 型 マ ス ク を 介 し て 前 記 基 板 に 付 着 さ せ 、 グ ラ デ ー シ ョ ン 濃 度 分 布 を 有 す る
膜 を 成 膜 す る Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ス リ ッ ト 型 マ ス ク と は 別 に 構 成 さ れ た 成 膜 材 を 通 過 さ せ る た め 膜 材 通 過 領 域
を 有 す る マ ス ク 機 構 を 備 え 、 該 マ ス ク 機 構 を 前 記 基 板 に 設 け ら れ た マ ス ク と 蒸 着 の 間
で 、 成 膜 中 に お い て 初 期 に 設 定 さ れ た 位 置 に 固 定 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 本 発 明 の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 は 、 回 転 機 構 を 回 転 さ せ 、 該 回 転 機 構 に 取 り 付 け
ら れ た 基 板 に 、 該 基 板 に 所 定 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た ス リ ッ ト 型 マ ス ク を 介 し て 蒸 着
ら 到 達 し た 成 膜 材 を 付 着 さ せ 、 少 な く と も ２ 種 類 以 上 の 層 か ら な る 膜 を 積 層 し て グ ラ デ ー
シ ョ ン 濃 度 分 布 を 有 す る 膜 を 形 成 す る Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ス リ ッ ト 型 マ ス ク と は 別 に 備 え ら れ た 成 膜 材 を 通 過 さ せ る た め 膜 材 通 過 領 域
を 有 す る マ ス ク 機 構 前 記 基 板 に 設 け ら れ た マ ス ク と 蒸 着 の 間 で 、 成 膜 中 に お い て
初 期 に 設 定 さ れ た 位 置 に 固 定 し て 、 前 記 基 板 上 に 成 膜 す る 工 程 を 有 し て い る 。
ま た 、 本 発 明 の 光 量 絞 り 装 置 は 、 数 の 絞 り 羽 根 と 、 該 絞 り 羽 根 に よ り 形 成 さ れ た
開 口 内 の 少 な く と も 一 部 に 配 置 さ れ る 光 量 調 整 の た め の Ｎ Ｄ フ ィ ル タ と を 備 え た 光 量 絞 り
装 置 に お い て 、
　 前 記 Ｎ Ｄ フ ィ ル タ が Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た Ｎ Ｄ フ ィ ル
タ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
ま た 、 本 発 明 の カ メ ラ は 、 光 学 系 と 、 該 光 学 系 を 通 過 す る 光 量 を 制 限 す る 上 記 の 光 量 絞 り
装 置 と 、 該 光 学 系 に よ っ て 形 成 さ れ る 像 を 受 け る 固 体 撮 像 素 子 を 有 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 チ ャ ン バ ー 内 の 蒸 着 傘 １ ０ １ に
基 板 を 取 り 付 け 、 こ の 基 板 １ ０ ２ の 成 膜 側 に お い て 、 基 板 と 蒸 着 源 と の 間 の 任 意 の 位 置 に
、 さ ら に 蒸 着 粒 子 通 過 領 域 １ １ ０ 、 １ １ ０ ’ 、 １ １ ０ ” 等 が 形 成 さ れ
た マ ス ク 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 の も と で 、 上 記 従 来 例 と 同 様 に 上
記 蒸 着 傘 １ ０ １ と 共 に 基 板 １ ０ ２ を 回 転 さ せ る と 、 蒸 着 源 １ ０ ３ と 基 板 １ ０ ２ に 設 け た マ
ス ク １ ０ ６ 及 び マ ス ク 機 構 １ ０ ７ の 位 置 関 係 か ら 、 蒸 着 す る 蒸 着 粒 子 は マ ス ク 機 構 １ ０ ７
の 蒸 着 粒 子 通 過 領 域 １ １ ０ 、 １ １ ０ ’ 、 １ １ ０ ” を 通 過 す る こ と に よ り
、 基 板 １ ０ ２ に 到 達 で き た り 、 マ ス ク 機 構 １ ０ ７ 、 若 し く は マ ス ク １ ０ ６ に 遮 ら れ 基 板 １
０ ２ ま で 到 達 で き な か っ た り す る こ と に な り 、 よ り 高 精 度 に 制 御 さ れ た グ ラ デ ー シ ョ ン 濃
度 分 布 を 有 す る Ｎ Ｄ フ ィ ル タ の 製 造 が 可 能 と な る 。
　 図 ６ に 、 本 実 施 の 形 態 に よ る マ ス ク 機 構 １ ０ ７ を 用 い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た 結 果 の 膜
厚 分 布 の 一 例 を 示 す 。 な お 、 図 ７ は 図 ６ の パ ラ メ ー タ と な っ て い る 基 板 上 の 位 置 Δ ｘ に お
け る 、 成 膜 側 の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 成 膜 さ れ る 膜 の 膜 厚 は 基 板 の 位 置 と 蒸 着 源 、 及 び マ ス ク 機 構 の 幾 何 学 的 位 置 関 係
に よ り 決 定 さ れ る た め 、 蒸 着 源 １ ０ ３ と マ ス ク 機 構 １ ０ ７ を 固 定 し 蒸 着 傘 １ ０ １ と マ ス ク
１ ０ ６ を 回 転 さ せ 成 膜 を 実 施 す る こ と と 、 蒸 着 傘 １ ０ １ と マ ス ク １ ０ ６ を 固 定 し 蒸 着 源 １
０ ３ と マ ス ク 機 構 １ ０ ７ を 回 転 さ せ 成 膜 を 実 施 す る こ と と は 同 様 の こ と で あ る 。 従 っ て 、
蒸 着 傘 １ ０ １ と マ ス ク １ ０ ６ を 固 定 し 蒸 着 源 １ ０ ３ と マ ス ク 機 構 １ ０ ７ を 回 転 さ せ る 事 に
よ っ て 同 様 の 結 果 を 得 る こ と も 可 能 で あ る 。
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（ 成 膜 材 通 過 領 域 ）
１ ０ ７

及 び マ ス ク １ ０ ６

な お 、 マ ス ク 機 構 １ ０ ７ を 固 定 し て 実 施 す る に 際 し て は 、 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 で も
記 載 し た よ う に 、 マ ス ク 機 構 １ ０ ７ を 前 記 基 板 に 設 け ら れ た マ ス ク と 蒸 着 源 と の 間 で 、 成
膜 中 に お い て 初 期 に 設 定 さ れ た 位 置 に 固 定 可 能 と す る こ と が で き る 。
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